
 

 

 

 

 

 

 

「これまで経験したことのない」夏休みに・・・パート② 
                        校 長    嶋崎  健一  

 本日で令和７年度第１学期を無事に終了いたしました。子どもたちは大いに学び、たくさん成長した

姿を行事ならびに普段の学校生活の中で随所に見せてくれました。これも保護者のみなさま、ならびに

地域のみなさまのご支援、ご協力をいただいたおかげです。また、本校スタッフも子どもに「共感し、

寄り添い、伴走する」姿勢で取り組むことができました。浅茅野小学校に関わる皆々様に、１学期間、

誠にありがとうございました、という感謝でいっぱいです。 

 さて、明日から昨年と同様に、３１日間の長い夏休みとなります。昨年度に経験した２年生以上の児

童には改めて「これまで経験したことのない」充実した夏休みに、１年生は「小学校生活初めての」夏

休みを元気に過ごしてほしいと思います。そのため、学校では夏休みの子どもの生活を以下のように指

導しています。 

 
学習 
 ○勉強は朝のすずしいうちにやろう。目安は「学年×１０分」です。 

 ○自由研究の取組は自由です。２学期最初に夏休み頑張り発表会がありますので、発表(頑張ったこと、楽

しかったことの報告など)の準備をしましょう。 

 ○本をたくさん読もう。 

生活・健康 
○ゲーム、タブレットのしすぎには注意しましょう。お家の人と時間やルールを相談してください。 

〇学校のタブレットはルール(保管場所、使用場所、使用時間)を守って使いましょう。 

○はやね･はやおきを心がけよう。 

 ○朝・昼・夜、１日３回歯みがきをがんばろう。 

 ○外から帰ったら、うがい手洗いを必ずしよう。 

 ○あいさつは元気よくしよう。 

 ○のみすぎ食べすぎには注意しよう。 

 ○体をたくさん動かそう。 

 ○虫歯など、ちりょうが必要なものは、この休みを機会に治してしまおう 

 とはいえ、長い休みとなります。これまでも課題や自由研究などするにも時間がありすぎて・・・と

思ってしまい、２学期が近づくにつれ、あわてて取り組んだ、というお子さんもいたのではないでしょ

うか。（私も子どもの頃は同じでしたが・・・） 

それもまた経験のうちですし、苦しい思いをする時はしっかりすることも大切と思いますが、そうな

らないように、計画的に時間を管理して生活すること、自分で見つけたことに集中すること等、夏休み

を過ごして、何か一つでも自信をもって、やり遂げて過ごすよう指導しています。休み中、「自分なり

に○○をした」「自分でなりに○○をやり遂げた」ことが 2学期からの学校生活のがんばりにつながり

ます。 

明日から 31日間という長い期間、お子さまをご家庭にお戻しします。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

教育目標    しっかりまなぶ子  思いやりのある子  ねばり強い子 

重点目標  自ら学びを開き、目標をもって、ねばり強く取り組める子 

～自己の能力や可能性を探究し続け、目標をもち取り組める子～ 

～目標達成に向けた見通しをもち、適切に行動できる子～ 
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９日（土） 子ども会七夕会 

１１日（月） 学校閉庁日 

       （～１８日（月）まで） 

２５日（月） ２学期始業式 

２６日（火） 夏休みがんばり発表会 

２８日（木） 水泳授業② 

●８月１１日（月）～１８日（日）は学校閉庁日です。学校への連絡は控

えていただき、８月１９日（火）以降に行っていただきますようお願い

いたします。緊急の場合は教育委員会（2-3011）へご連絡ください。 

 

 

令和７年度の１学期（７５日間）が終了しま

した。１年生歓迎会・運動会・子ども神輿など、

全校の力を結集させてがんばる姿も大いに輝

いた１学期でしたが、そのほとんどは、「学級」

を母体として、毎日の授業や学級の活動に力

を注いだ日々でした。 

 

１．２年生学級目標 

「けっぱれ！～げんきにあいさつ 

     みんなにやさしい１．２年生～」 

３．４年生学級目標 

「てぶくろ～笑顔＆はげまし 

＆あきらめない２人～」             

５．６年生学級目標 

「みんなの森～みんなで協力・能力を高めよ

う・目標を持とう・リーダーとして輝こう～」                     

 

 これらの目標に自分たちを近づけるべく、

具体的な取組を通して、自分の学び・考え・心・

体を磨いた８名でした。時には、ぶつかり合う

ことも、気持ちがすれ違うこともありました。

しかし、そのような挫折や失敗も、人との交わ

り方の教訓として心に取り入れた子どもたち

でした。 

決していい日ばかりではなかったかもしれ

ませんが、あきらめないで努力することで、自

信や笑顔をたくさん獲得していった１学期の

子どもたちを誇らしく思います。 

 子どもたちの挑戦や成長はまだまだ続きま

す。これまでの数々のがんばりを胸に、２学期

も歩み続けます。１学期のたくさんの応援や

支え、本当にありがとうございました。明日か

らの夏休みが素敵な充電期間になることを願

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 


